
 

 

 

 

 

原子力発電所の２０２２年度年間保守運営計画について 

 

 

 

２０２２年４月１８日 

関西電力株式会社 

 

 

当社は、２０２２年度の原子力発電所年間保守運営計画を策定し、安全

協定に基づき福井県、立地町等に提出しましたのでお知らせします。 

 

＜年間保守運営計画内容について＞ 

１．運転計画の概要 

 （１）運転計画【表－１参照】 

     運転計画に基づく当社原子力発電所の総発電電力量は、 

約２２１億 kWh（時間稼動率※１：約３５．２％、設備利用率※２： 

約３８．４％）となる計画です。 
 

※１：１年間の暦日時間数（３６５日×２４時間）に対し、実際に発電した
時間数の割合。 

※２：定格電気出力で１年間運転した場合の発電電力量に対し、実際に発電
した電力量の割合。定格熱出力一定運転による発電電力量増加分を含
む値。 

 

 （２）定期検査計画【表－１参照】 

     今年度中に定期検査を終了するプラントは、美浜発電所３号機、

高浜発電所４号機、大飯発電所３、４号機の４プラントを計画し

ています。 

 

 （３）新燃料取替計画【表－２参照】 

     今 年 度 、 定 期 検 査 を 予 定 し て い る プ ラ ン ト で 、 計 ２ ２ ０ 体 

（ＭＯＸ燃料１６体含む）を新燃料に取り替える計画です。 

 

２．原子炉設置変更許可申請計画 

現在、２０２２年度に新たに予定している原子炉設置変更許可申請 

計画はありません。 



 

 

 

 

３．主要設備の増設および改造工事計画【表－３参照】 
今年度、新たに開始する増改造工事の計画は以下のとおりです。 

 
（１）大飯発電所３号機 原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事 

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷 
却材の流れのない配管（高温環境で溶存酸素濃度が高い）の溶接部 
について、計画的に対策工事※を実施しています。今回は、化学体 
積制御系統４箇所について耐腐食性に優れた材料に取り替えます。 
また、取替え時の作業性を考慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部 
を取り替えます。 

 
※応力集中の小さい溶接形状への変更と耐腐食性に優れた材料への変更 

 
 （２）高浜発電所１、２号機 非常用ディーゼル発電機受電遮断器 

高エネルギーアーク損傷対策工事 
国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が 

発生していることを踏まえ、原子力規制委員会によるバックフィッ 
ト（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備 
に係る技術基準規則等が一部改正（２０１７年８月）されたことか 
ら、非常用ディーゼル発電機に接続される電気盤に対して保護継電 
器（リレー）およびインターロックの追加を行います。 

 
その他の主な工事計画については、表－３を参照ください。 

 
４．新燃料輸送計画の概要【表－４参照】 

現在、２０２２年度に新たに予定している新燃料輸送計画はありま 
せん。 

 
５．使用済燃料輸送計画の概要【表－５参照】 

現在、２０２２年度に新たに予定している使用済燃料輸送計画はあ 
りません。 

 
６．低レベル放射性廃棄物輸送計画の概要【表－６参照】 

美浜発電所、高浜発電所および大飯発電所で発生した低レベル放射 
性固体廃棄物５，８８０本を、日本原燃㈱六ヶ所低レベル放射性廃棄 
物埋設センターへ搬出する計画です。 

 
以 上 



２０２２年度 原子力発電所の運転計画 
                

 

２０２２年 ２０２３年 時間 

稼働率 

（％） 

設備 

利用率 

（％） ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

美
浜 

発
電
所 

３号機 

〔82.6万kW〕 

      
 

     

４４．４ ４４．５ 
 

     
 

     

            

高
浜
発
電
所 

１号機 

〔82.6万kW〕 

 
 

          

 ０．０  ０．０ 
 

 

          

            

２号機 

〔82.6万kW〕 

 
 

          

 ０．０  ０．０ 
 

           

            

３号機 

〔87.0万kW〕 

 
 

          

未 定※ 未 定※ 
 

           

 

           

４号機 

〔87.0万kW〕 

  
 

         

６１．９ ６２．４ 
  

 

    
 

    

            

大
飯
発
電
所 

３号機 

〔118.0万kW〕 

     
 

      

６６．６ ６５．２ 
       

 

 
 

  

            

４号機 

〔118.0万kW〕 

 

           

７３．４ ７１．９ 
 

  
 

        

            

 
【凡例】 

 ：運転期間（発電再開後の調整期間を含む） 
 

：定期検査期間 
 

全体 ３５．２ ３８．４ 

                               

                

 

表－１ 

プラント 

年 月 

第２６回定期検査 

第２７回定期検査 

第２７回定期検査 

第２４回定期検査 

第１９回定期検査 

第１８回定期検査 

第２５回定期検査※ 

※第２５回定期検査中の高浜発電所３号機について、蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査（ＥＣＴ）で有意な信号指示が確認されたことから、現在、定期検査の終了時期は未定としている。 

７ユニット合計の時間稼動率、設備利用率においては、発電時間「０」、発電電力量を「０」として算出している。 
 



２０２２年度 定期検査における新燃料取替計画 

プラント 
炉心の 

燃料装荷容量 
取替時期 

新燃料への 

取替体数 
備  考 

美 浜 

発電所 
３号機 １５７体 第２６回定期検査中 ４８体  

高 浜 

発電所 

１号機 １５７体 第２７回定期検査中 (４４体)※1  

２号機 １５７体 第２７回定期検査中 (６０体)※1  

３号機 １５７体 第２５回定期検査中 未定※2  

４号機 １５７体 第２４回定期検査中 ６０体 
ＭＯＸ燃料１６体

を含む 

大 飯 

発電所 

３号機 １９３体 第１９回定期検査中 ５２体 

 

４号機 １９３体 第１８回定期検査中 ６０体 

 

表－２ 

※１：現在実施中の定期検査にて取替予定の体数であり、具体的な装荷時期は未定としている。 

   ７ユニット合計の取替体数においては、体数を「０」として算出している。 

※２：第２５回定期検査中の高浜発電所３号機について、蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査（ＥＣＴ）で有意な 

信号指示が確認されたことから、現在、定期検査の終了時期は未定としている。 

７ユニット合計の取替体数においては、体数を「０」として算出している。 



２０２２年度 主要設備の増設および改造工事計画 

 

 

 

（１） 発電所設備に関する信頼性の維持・向上を目的に実施する主要工事 

工事件名 工事概要 

美 浜 

発電所 

高 浜 

発電所 

大 飯 

発電所 図 

３号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ３号機 ４号機 

原子炉冷却系統設備 

小口径配管他取替工事 

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却

材の流れのない配管（高温環境で溶存酸素濃度が高い）の溶接部につ

いて、計画的に対策工事※１を実施している。今回は、化学体積制御系

統４箇所について耐腐食性に優れた材料に取り替える。また、取替え

時の作業性を考慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部を取り替える。 

● 

（2021） 

● 

（2010） 

● 

（2009） 

● 

（2015） 

● 

（2015） 
◎ ○ １ 

高サイクル熱疲労割れ 

に係る対策工事 

国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ事象（温度ゆ

らぎによる熱疲労※２）を踏まえ、２系列ある充てん配管のうち、使用

していない系列の充てん配管、隔離弁などを撤去する。 

● 

（2021） 

●※３ 

（2020） 
○ 

● 

（2009） 

● 

（2008） 

● 

（2009） 

● 

（2010） 
－ 

化学体積制御系統 

抽出水オリフィス 

取替工事 

余熱除去系の信頼性向上の観点から、プラント起動時に化学体積

制御系統を用いた一次冷却材系統の圧力調整が実施できるよう、当

該系統の抽出水オリフィスを口径の大きいものに取り替える。 

△ △ △ ○ 
● 

（2020） 
－ － － 

※１：応力集中の小さい溶接形状への変更と耐腐食性に優れた材料への変更 
※２：使用していない系列の充てん配管において、隔離弁のシートリークにより漏れ出た低温水（滞留した水）が高温水側に流入し、高温水と低温水の境界が変動することにより熱疲労が発生する可能性がある 
※３：使用前検査は未実施 

  

表－３ 

【凡例】   ◎：今年度予定  ○：前年度から工事中  ●：実施済（年度）  △：工事計画あり  －：計画なし  ／設備なし 



（２） 発電所運営に関する予防保全対策工事 

工事件名 工事概要 

美 浜 

発電所 

高 浜 

発電所 

大 飯 

発電所 図 

３号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ３号機 ４号機 

使用済樹脂移送設備 

設置工事 

使用済樹脂貯蔵タンクの受入容量を確保するため、高浜発電所１、

２号機の廃樹脂処理装置等を１～４号機共用に変更するとともに、使

用済樹脂移送設備を設置し、３、４号機の使用済樹脂を１、２号機へ

運搬して処理します。 

－ ○ － － 

電気配線貫通部 

改良工事 

事故時の過酷な環境下で機能要求のある原子炉格納容器内の放射

線監視装置に接続されているケーブルが通る原子炉格納容器の電気

配線貫通部（２箇所）について、信頼性向上の観点から、最新型式

のモジュラー型の電気配線貫通部に取り替える。 

○ － － △ △ － － － 

 

（３） その他工事（敷地利用関連） 

工事件名 工事概要 

美 浜 

発電所 

高 浜 

発電所 

大 飯 

発電所 図 

３号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ３号機 ４号機 

海水淡水化装置 

取替工事 

信頼性向上の観点から、経年劣化の傾向にある海水淡水化装置を

取り替える。なお、プラント運営に必要となる淡水の安定供給の観

点から、造水能力を向上させたものに取り替える。（既設設備近傍に

新設する） 

－ － － － － ○ － 

 

  



（４） 新規制基準等対応工事 

工事件名 工事概要 

美 浜 

発電所 

高 浜 

発電所 

大 飯 

発電所 図 

３号機 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ３号機 ４号機 

特定重大事故等対処 

施設設置工事 

原子炉補助建屋等への故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムにより炉心の著しい損傷が発生するおそれがある場合又は炉

心の著しい損傷が発生した場合において、原子炉格納容器の破損に

よる発電所外への放射性物質の異常な水準の放出を抑制するために

必要な特定重大事故等対処施設を設置する。 

○ ○ ○ 
● 

（2020） 

● 

（2020） 
○ ○ － 

所内常設直流電源 

設備（３系統目） 

設置工事 

重大事故等の対応に必要な設備に電気の供給を行う、特に高い信

頼性を有する常設直流電源設備（３系統目）を設置する。 
○ ○ ○ ● 

（2020） 

● 

（2020） 
○ ○ － 

火災感知器追加設置 

工事 

火災を早期に感知・消火するために設置している火災感知器につ

いて、火災区域全域に網羅的に設置するための追加工事を実施す

る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 

非常用ディーゼル 

発電機受電遮断器 

高エネルギーアーク 

損傷対策工事 

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発

生していることを踏まえ、原子力規制委員会によるバックフィット

（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備に

係る技術基準規則等が一部改正（２０１７年８月）されたことか

ら、非常用ディーゼル発電機に接続される電気盤に対して保護継電

器（リレー）およびインターロックの追加を行う。 

● 

（2021） 
◎ ◎ ● 

（2020） 

● 

（2020） 

● 

（2021） ○ ２ 



２０２２年度 新燃料集合体輸送計画 

プラント 輸送体数 搬出元の施設名 輸送完了時期 備 考 

美 浜 

発電所 
３号機 － － －  

高 浜 

発電所  

１号機 － － －  

２号機 － － －  

３号機 － － －  

４号機 － － －  

大 飯 

発電所 

３号機 － － －  

４号機 － － －  

注）輸送体数・輸送完了時期については、変更する場合があります。 

 
 
２０２２年度 使用済燃料集合体輸送計画 

プラント 輸送体数 搬出先の施設名 輸送完了時期 備 考 

美 浜 

発電所 
３号機 － － －  

高 浜 

発電所 

１号機 － － －  

２号機 － － －  

３号機 － － －  

４号機 － － －  

大 飯 

発電所 

３号機 － － －  

４号機 － － －  

注）輸送体数・輸送完了時期については、変更する場合があります。 

 
 

２０２２年度 低レベル放射性固体廃棄物輸送計画 

発電所 輸送本数 搬出先の施設名 輸送開始時期 

美 浜 

発電所 

  ４００本 

日本原燃㈱六ヶ所低レベル 

放射性廃棄物埋設センター 

第２四半期 

  ６４０本 第４四半期 

高 浜 

発電所 

１，５７６本 第２四半期 

１，４２４本 第４四半期 

大 飯 

発電所 
１，８４０本 第３四半期 

合 計 ５，８８０本 

注）輸送廃棄物本数・輸送開始時期については、変更する場合があります。 

 

表－４ 

表－５ 

表－６ 



The Kansai Electric Power Co., 
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工事概要

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材の流れのない配管（高温環境
で溶存酸素濃度が高い）の溶接部について、計画的に対策工事を実施しています。今回は、化学体
積制御系統４箇所について耐腐食性に優れた材料に取り替えます。また、取替え時の作業性を考
慮し、対象箇所周辺の弁や配管の一部を取り替えます。

取替範囲概略図

ループ低温側へ

再生熱交換器

非再生冷却器
①

③

②

④

：取替範囲

：感受性が高いと考えられる部位

再生熱交換器

Ｄ蒸気
発生器

原子炉
容器

Ａ蒸気
発生器

Ｂ蒸気
発生器

Ｂ１次冷却材
ポンプ

Ｃ蒸気
発生器

非再生冷却器

加圧器

高圧注入
ポンプから

加圧器補助スプレイ配管

加圧器
スプレイ配管

Ｃ１次冷却材
ポンプ

Ａ１次冷却材
ポンプ

Ｄ１次冷却材
ポンプ

図－１ 大飯発電所３号機 原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事



The Kansai Electric Power Co., 
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図－２ 高浜発電所１、２号機 非常用ディーゼル発電機受電遮断器
高エネルギーアーク損傷対策工事

工事目的

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発生していることを踏まえ、原子
力規制委員会によるバックフィット（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備
に係る技術基準規則等が一部改正（２０１７年８月）されたことから、非常用ディーゼル発電機に接続
される電気盤に対して保護継電器（リレー）およびインターロックの追加を行います。

工事概要

母線保護継電器※

遮断器

三相短絡等によりアーク放電が発生

電気盤（側面図）

※事故電流を検知し
遮断器を開放させる

アーク放電により高温ガス
が発生

↓
アーク放電が継続しガスの
温度上昇

↓
高温ガスにより遮断器室内
の配線被覆等が発火
（アーク火災）

電気盤（写真）

＜電源系統構成（イメージ）＞

G

外部電源

起動
変圧器

所内
変圧器

主変圧器

発電機

安全系6.6kV母線

DG ポンプ

安全系440V母線

ファンポンプ

： 遮断器

インターロックおよびリレーの追加

遮断器の遮断時間の変更

対象箇所：
事故電流を検知してから遮断器を開
放させるまでの時間（遮断時間）を早く
し、アーク放電の継続時間を短くする。

リレー

安全系6.6kv母線

①高エネルギー
アーク損傷発生

②事故電流検出

インターロック追加

発電機を停止するとともに、
遮断器を開放することで、
事故電流を遮断

③発電機
「入」→「切」

③遮断器
「入」→「切」

非常用

ディーゼル

発電機

外部電源喪失時の非常用
ディーゼル発電機からの給
電時における高エネルギー
アーク損傷の発生を想定。

事故電流を検出し、発電機の
停止および遮断器を開放させる。

リレー追加


